
先端産業課

推進担当

3776

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B2
先端関連製品等実証フィールド整備事業 商工費 商工振興費 次世代産業支援費

なし 戦略項目 07 世界水準の中小企業

分野施策 030102 新たな成長を導く次世代ビジネスの振興

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

地方創生拠点整備交付金

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 県　債

決定額 224,059 112,029 112,000 30 224,059

現計額 0 0

平成28年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

商工業
費

事 業
期 間

平成29年度～ 根 拠
法 令平成29年度

　医療、ロボット、航空・宇宙などの、先端産業分野に
おいて研究開発された製品・試作品等について、実用化
に向けた信頼性の評価・実証をするための試験場を、産
業技術総合センター内に整備する。

（１）先端関連製品等実証フィールド整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　224,059千円

（１）事業内容
　　ア　先端産業関連製品等実証フィールド整備事業
　　　　　医療、ロボット、航空・宇宙などの、先端産業分野において研究開発された製品・試作品等について、
　　　　実用化に向けた信頼性の評価・実証をするための試験場を、産業技術総合センター内に整備する。

（２）事業計画
　　　平成29年度　　実証フィールドの整備
　　　平成30年度～　利用開始

（３）事業効果
　　　先端産業関連の製品開発を行う県内中小企業等が、現有設備では対応できない降雨、降雪、極低温、低圧等、
　　　さまざまな環境試験をワンストップで行うことを可能とする。これにより、地域企業の生産性向上と国際競争力
　　　の強化に大きく貢献することができる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　産業技術総合センターの保有する知識・技術・ノウハウを活用

（国1/2・県1/2）

9,500千円×0.1人＝950千円

補正後の
予算額

― 産業労働部 B2 ―
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